
 

JRT ニュースレター  2025/1.10 

                          日本いも類研究会事務局 

         

目 次 

                            『アゲもん』 破

天荒 ポテトチップ職人 岩井清吉の物語の送付について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 頁 

「べにはるか」が日本育種学会賞を受賞・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 頁 

第 3 回コエド芋パークのご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 頁 

令和６年度「日本いも類研究会総会」及びいも類講演会のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 頁  

YAKI-IMO SUMMIT（焼き芋サミット）のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 頁 

 

◇「アゲもん」 破天荒 ポテトチップ職人 岩井清吉の物語 

昨年の11月27日にＫＡＤＯＫＡＷＡから、「『アゲもん』 破天荒 ポテトチップ職人 岩井清吉物語」が出版さ

れました。主人公は老舗のチップスメーカー、（有）菊水堂の前社長で、執筆者の稲田豊史氏は「ポテトチップ

スと日本人」（朝日新聞出版）も執筆しています。研究会の副会長である菊水堂岩井社長のご厚意により会

員の皆様に1部ずつお届けします。 

なお、3Pに記載のとおり3月の「いも類講演会」では、稲田氏にも講師として参加していただくことになって

います。 

 

◇「べにはるか」が日本育種学会賞を受賞 

さつまいも「べにはるか」が令和7年日本育種学会賞に選ばれました。授賞内容は以下のとおりです。 

 

日本育種学会賞 

第158号 農研機構・九州沖縄農業研究センター「べにはるか」育成グループ 

（代表：甲斐由美）吉永 優・山川 理・中澤 芳則・境 哲文・石黒 浩二・片山 健二・ 熊谷 亨・園田 忠弘 

多収で外観が優れ，しっとりとした食感を持つ高糖度サツマイモ品種「べにはるか」の育成 

 

（参考） 

べにはるかの品種解説 いも類振興情報101号（2009年10月号） 

https://imoshin.or.jp/imoshin-viewer/pdf/101018.pdf 

  

日本育種学会 令和7年（第75回総会）において授賞式が行われます。 

授賞式の日時、場所 

令和7年3月20日（木） 東北大学川内北キャンパス 

 

（参考） べにはるかの品種登録概要 

出願年月日 出願公表の年月日 登録番号 登録年月日 

2007/09/18 2007/12/21 19255 2010/03/11 

育成者権の存続期間 25年 

 

令和4年のかんしょ作付面積において 「べにはるか」が7,055haとなり、ついに第1位になりました。 

2位はでん粉原料用の「コガネセンガン」で6,613haです。この2品種で4割を超えています。 



 

◇第3回コエド芋パークのご案内 

 

 本年度のテーマは 川越の生んださつまいも「紅赤」の伝統を守り、今後の川越芋の発展を図る食農・食育

イベントについてです。そのビジョンとしては 紅赤のもつ独特の文化や歴史を通じて参加者の方に食農・食

育に興味を持っていただき、次世代の川越芋の担い手の育成及び新たなファン獲得のきっかけづくりを行う

としています。 

 

開催日時：  ①2025年2月15日」（土）OPEN 10：00～16：00まで 

②2025年2月16日（日）OPEN 10：00～16：00まで 

※日程及び営業時間は変更になる可能性があります。 

  

開催場所：蓮馨寺 川越市連雀町7-1境内及び駐車場周辺 TEL：049-222-0043 FAX：049-226-0676 

（入場料：無料（第３回は有料を検討中）） 

電車をご利用の方は・・・川越市駅より徒歩10分・本川越駅より徒歩5分 

川越駅東口市内バス神明町方面行きにて蓮馨寺前下車(バス７分) 

主催：コエド芋パーク実行委員会 

会長 ベーリ・ドゥエル 東京国際大学名誉教授・サツマイモまんが資料館館長 

副会長 山田英次    川越いも友の会事務局長・川越サツマイモ商品振興会事務局・ 

日本いも類研究会幹事、さつまいもカンパニー（株）顧問 

後援： (一財)いも類振興会・日本いも類研究会 も後援をしております。 

募集出店者数：≪飲食店舗15店舗≫ ≪物販店舗7店舗≫※予定 

 

 

◇令和６年度「日本いも類研究会総会・いも類講演会」のご案内 

  

 日時   令和７年３月１４日（金）13:00～17:00 

場所  日比谷コンベンションホール（東京都千代田区立日比谷図書文化館内） 

        〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園 1-4 

      電話：03-3502-3340 

会場と ZOOM ウエビナーによるハイブリッドで開催ます。 

別添により出欠のご連絡をお願いします。 

 

１．日本いも類研究会 総会                                    １３：００～１３：３０ 

（１）令和６年度事業報告及び収支報告（案） 

（２）令和７年度事業計画及び収支計画（案） 

（３）令和 7 年度・8 年度役員改選  （案） 

 

 

２．いも類講演会                                             １３：４０～１７：００ 

主催  日本いも類研究会 （一財）いも類振興会   

 

 座長 日本いも類研究会会長（元福島県農業総合研究センター所長）          小巻 克巳 氏 

 

 



 

 （１）「バレイショ F1 育種に向けた研究状況と課題」       

   帯広畜産大学 環境農学研究部門  

バレイショ遺伝資源開発学研究室 准教授                       實友 玲奈 氏 

 

（２）病害虫に複合抵抗性を持つ「ながさき黄金」の開発      

長崎県農林技術開発センター 畑作営農研究部門  

中山間営農研究室  室長                                        向島 信洋 氏  

 

（３） サツマイモ基腐病の克服に向けて ～抵抗性品種の開発・普及の取り組み～           

     九州沖縄農業研究センター 暖地畑作物野菜研究領域 

カンショ・サトウキビ育種グループ長                             小林 晃  氏 

 

（４）三好アグリテックにおけるサツマイモ育種への取り組み    

    三好アグリテック株式会社 営業部 部長                          大泉 敬士 氏 

 

（５）ポテトチップスの歴史を本にする 〜2 冊の執筆を通じて〜 

ライター、編集者                                            稲田 豊史  氏 

 

（６）総合討議                                    １６：４０～１７：００ 

 

閉  会                                        １７：００  

  

 ※講演会終了後、会場に隣接するライブラリーダイニング日比谷において 

情報交換会（17:00～19:00）を開催します（会費 4,000 円）ので、是非、ご参加ください。 

  参加申し込みは、下記のリンク先に記載の申し込みフォームからお願い 

します。（フォームは令和７年１月下旬に開設の予定です） 

https://imoshin.or.jp/promotion/lecture/koen_r06/         

スマートフォンからは QR コードを読み取ってアクセスできます。 

 

※オンラインで参加される方には、ご入力いただいたアドレスあてに、事務局から 

ZOOM ウエビナーへの参加 URL（招待状）を前日までに送信させていただきます。 



 

 

 



 

◇YAKI-IMO SUMMIT（焼き芋サミット） のご案内   

2025 年 1 月 17 日 12:00〜18:00 

会場：講演会：レイクエコー（茨城県行方市）、交流会：なめがたファーマーズヴィレッジ 

参加費：無料 ※交流会参加費 3,000 円（お土産付き） 

項目 プログラム 登壇者 

講演 

12:20〜12:50 

焼き芋の甘さの正体 

農研機構北海道農業センター片山健二氏より、焼き芋の甘さ

についての講演をいただきます。 

農研機構北海道農業センター 

片山健二氏 

事例紹介 

12:55〜13:20 

焼き芋の輸出について 

JA なめがたしおさいが取り組んできた焼き芋の輸出について

の事例紹介をいただきます。 

JA なめがたしおさい 

トークセッション 

13:25〜13:55 

焼き芋ブームと新産地“北海道” 

焼き芋がブームになり産地の移り変わりはどのようになったの

か。全国の流通事情と気になる北海道の現状について、さつま

いも流通のプロ東京青果狩野様とホクレン様にご紹介いただき

ます。 

ファシリテーター 

東京青果株式会社土物 グループ

マネージャー 

狩野純一氏 

ホクレン農業組合連合会 課長 

浅川崇氏 

トークセッション 

14:00〜14:45 

冷やし焼き芋の可能性 

冷やし焼き芋が各大手コンビニに設置され、1 年を通じて焼き

芋が食べられるようになりました。冷やし焼き芋の現状と今後

の可能性についてお聞きします。 

ファシリテーター 

さつまいも農カフェきらら  

新谷 梨恵子氏 

東京青果株式会社土物 グループ

マネージャー 

狩野純一氏 

トークセッション 

14:55〜15:40 

アフターコロナの焼き芋屋事情 

焼き芋ブームを経て増加する焼き芋専門店。コロナ禍での休

業、イベント出店、冷凍焼き芋開発など各社の工夫を経て、今

はどのようになっているのか。近況をお話しいただきます。 

ファシリテーター 

焼き芋を 365 日食べる熱波師 

天谷窓大氏 

OIMO cafe 

武田浩太郎氏 

よっしーのお芋屋さん。 

吉川ゆうじ氏 

蜜芋研究所 

岡部 勝義氏 

事例紹介 

15:45〜16:15 

〜農福連携による焼き芋戦略 〜 

焼き芋自販機・非常食・飲める焼き芋 

焼き芋の最新ビジネスと農福連携について、ご紹介いただきま

す。 

株式会社農福産業 代表 

児玉雄二氏 

焼き芋業界  

交流会 

16:40〜18:00 

焼き芋業界 交流会 

行方市にあるさつまいものテーマパーク「なめがたファーマー

ズヴィレッジ」にて、交流会を行います。 

・焼き芋に合う飲み物検討会 

・焼き芋品種食べ比べ 

・交流会参加費：3,000 円 

 

 



 

参加申し込みは、下記の焼き芋サミットの URL からお願いします。        

https://satsumaimoka.com/yakiimo-summit/ 

 

（開催場所案内） 

なめがたレイクエコー（茨城県鹿行生涯学習センター ） 

〒311-3824 茨城県行方市宇崎 1389.  

TEL:0299-73-3877／FAX:0299-73-3925 

 

ナメガタファーマーズビレッジ 

〒 311-3880 茨城県行方市宇崎 1561  

TEL : 0299-87-1130 

 


